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令和２年度 第２回地域における大学振興・若者雇用創出事業評価委員会 議事要旨 

 

 

日 時：令和２年８月４日（火）17：00～17：30 

場 所：中央合同庁舎第４号館 12階 共用 1208特別会議室 

 

１ 議事 

（１）地方公共団体Ｂの今後の計画作成支援に向けた審議等について 

・今後の計画作成支援について委員による意見交換を行った。主な意見は次のとおり。 

 

・研究開発テーマを絞り事業の参画を促さなければ、事業として経済的に自走できないのではないか。

補助金が途切れたら事業もそこで終わってしまう恐れがあるため、計画作成支援を通じてうまく導

くことが必要。 

・まずは企業が興味を持ちそうなテーマを明確にし、将来的に企業が当該地域に工場や研究所を建設

しそうだという感触をもったうえで、交付金の交付期間中はそのテーマに集中すべき。事業を実施し

ながら連携先の企業を探すという考え方では結局テーマを絞ることができず、国費支援終了後に事

業が続かないのではないかと懸念する。 

・当該開発機関は企業する学生が比較的多く、世界的に有名な起業家もいるが、この人数では規模が小

さいのではないか。 

・当該地域は別の産業分野が近年非常に伸びており、なぜこの分野で申請しなかったのかが疑問。いず

れにせよ、目的と手段が反対になっているような気がするため、計画の内容をしっかり考えていくこ

とが必要。 

・今ある技術をもとにコンソーシアムの構築や技術の磨き上げを行うのではなく、まずは受け手とな

る企業を見つけ、その企業が製品化するにあたって必要となる技術は何かを特定したうえで、コンソ

ーシアムの構築や技術の磨き上げを進めた方が良い。 

・本申請までの計画作成支援期間を十分に設け、評価委員会で出た意見を地方公共団体Ｂに伝えたう

えで、計画をブラッシュアップしてもらえば、良い計画になるのではないか。 

 

 座長より、書面評価・評価委員会における審議等を踏まえた改善事項を地方公共団体Ｂに通知したう

えで、事務局及び専門調査機関等との定期的な意見交換をしつつ計画作成支援を行うという提案がさ

れ、各委員からは反対意見等なく、決定した。 

 

以上 


